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バ ナ ナ 斑 葉 柄 と そ の 防 除

津 止 健 市

(琉 球 腿 菜 試 験 場)

バナナ成射赫ま,.1902年にiyヤワにおいで段跡 こ発見

されて以来,諮夕順 各地に相次いで発生し,現在では,

申 ,梢兼のバナナ_=E要生産国をはじめ,熟滞,雅熱帯地

域に押都 帥こ発生しているo その響延の早いことと,磯

村が鎚大である点で,I_q=_逓者の闇で位も恐れ られている

柄桝である｡隣国の台湾でも,バナナの確細病 (グ †･JL'

ス柄)に次いでヨ=腰 な柄馨とされており,本病の被害に

,tる肋矢は何年多大の徹にのぼっているようである｡

沖机では,ユ96エ年の群れ頃から北部の各地で開成とな

ったが,本納が冬Jg]季節風のrVkく時J馴こ発生のひどいこ

とから,.あられの嵩や風掛 こよる粟の裂傷が-J=_因である

のか,その他瑞軒虫に√たるものであるものか原因がつか

めないでいた｡その後各方面から検討が進められ,今日

に預っているが,このたび,)出発 戒厳場で実施してきた

鵡刑効Di駅験の鮒娘が明らかにされた｡

叩.恥土これまで,木桶閑のWl盾や 緋験に拙わってきた

1人として> ここ･に本絹胃の防除を中心に,発生経過や

敏㌣隅 ついて述べてみることにした｡

本桐馴 tJげ ろにあた(),郡料の挺恥や助雷を仰いだ鮎]

旅打に対し紙 卜なかりて如心.上り制,'iiEを我する｡

1. 病 原 菌

バナナ虎姫病の病原歯は,1902年 Zimrr把rmannがLy

･Yワにおいて最初に発見し,Cercosporamu･SaeZimm.

と命名した｡その当時3･Vワにおいては,さほど問題に

きれていなかったようである.しかし,1913年 Massee

がフィiy一諸島のVガ'rカ地方 (Sigatoka)において栽

培されていた品私 グロス ミッチェル(Grosmichel)が

Cercosporamt･(sacMass.に侵され,甚大な被害を受け

ていることを報告してからは,バナナの主要病音として

クローズアップきれてきた｡

192.7年 Campt治Ilは, 各地に発生している蘭射丙の

病原敵を分附藷轟した結束, プィiy一諸島 に お け る

C.m･LISaeMass.とiy.Yワの C.m,usaeZimnl.は同一

曲であることを肝明した｡ この頃から多くの学者によっ

て,いろいろ研究されだしたようである｡

1937年に至って,Stahelが病成上からL坤losPhae/･ia

および Mycosphaere/IL7の 子 の う胞 子 を発 見 し,

MycosJ)haeyeIlamE'山川LZを報告した｡たゞし, 按種試

掛 ま不成功に終った｡その後1941年, Leachはグロス

ミッチェルを用いて研究を行ない,病原菌の子のう時代

を発見し,Mycosphawellamusfcolaを報告したC .

沢田は,1943年台湾で Me紬sPhneriamELSae(Zimm.)

Sawadaを報告したが,Wangは1963年の報告の中で,秦

蘭がM.mu'sT-colaであったことを実験によって証明したO

現在バナナ斑葉柄には 3種の MJ･COSPhaercILa屑歯が

ある｡ すなわち, AtycosPhaerella musae(Sl池g.)

Syd.(1!氾9),MycosPhaerellaminimaStahel(1937)お

よびMycospkaereLlamusicolaLeadl(1941)であるが.

沖縄のバナナ斑葉柄は,未だ病原菌の有性時代が確認さ

れていない.

2.病 徴

沖縄で栽培されているバナナは,第 1表に示したよう

に,品種間の揮病程度に差異がみられ,小節原および沖

縄在来は比較的抵抗性を示す品種のようである｡輯抗性

の問題は乗だ十分な調寮が進められてお らず,今後の調

蔵結果を待つことにして, こ こでは,これまで観察して

きた北撒 ･仙人感についての病微 を述べることにする｡

箪 ユ衷 バナナの品笹 と斑葉柄の発生状況

仙人 北蕉 三尺 小笠原 沖縄在来

甚 甚 甚 犠 曜

Wang によると,葉片上の病斑の形状に よってそ れ

ぞれ,条斑型,(Linear type), 円斑型 (Spheri･Cal

type),および,だ円斑型(Ellipticaltype)に分類 され

ている｡

沖縄に発生している斑葉柄は,だ円型の柄斑に属した

ものが多いようであるoすなわち.,この種の病射 ま,幼

植物から成熟株に至るバナナの駐片に発生する｡構斑の

形状は非常に不規則で,条斑型の大形病斑状をした もの

もあれば,また円斑型に近い形状の病斑 もある｡一腹に

本病魔は,最初薬片上に褐色の長だ円形,または紡錘形

の周辺がや ゝ 波状香里した病理を生ずる｡ 病斑は 3X

i.SPrm内外の ものが多い｡ その後次第に広大して6-15

×2-･32Wの病見となる (写真 1参照)｡秋から冬にか

けては病斑の裏面に黄褐色のかび状物がで きるCこれは

分生胞子および分生子枚である｡後期の病鹿は周囲黒褐
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写顛 1 バナナ鹿事柄の病魔

注 : 上 だ円型柄斑の後期

下 関成型

也,中央は灰褐色とTJ:り,中に小鼎点を生ずるoこれが

手のう澱の･ようである｡

3. 発生経過と被帯状況

沖縄木魚では,1961種のF'[れ頃から北部一勝に発櫨が

み られた0時に久,LG村での被鰐は甚大で,固相座環朗が

まとめた資料に止ると(1962嘩6月),洩哨本数約 5,脚

本のうち,本掛 こJ:る被宙が60C/Oにも及んでいるoバJ･

ブ･在米病の被野が並祝されたのはこの時からである｡

八歌仙では,.紳純本曲より皿-2年 も早くから被留が

あったよう･で,ほとんど全部のバナナ腿が荒廃の危機に

頼したと聞いているが.,当時の配線がないの.で,その原

因が本桐であったか否か不明であるO脚くところにLtる

と,被宵の様相が沖槻本島のそれと似ており,成典病に

よるものだと推測している｡

10月以降で,冬期が厨も箸L/L､被啓を及ぼす｡捉朋温度

が比較的拓くなる.と,柄噂掛 ま発育不良とな･り,.柄楢の

発生は少なくなる｡

本柄はパナ升の柴片のみを位す病審であるが,,軟から

冬にかけて開花緯実した母茎 や完成 基 .(出藍耐捕),で

は,下葉が本病のためにほとんど枯死して垂れ下がり,

僅かに中心の1-,2重が残るのみとなる｡被轡の著しい

ものは 全集朴死 する (写輿 2参順)Oこのように 葉が

侵される.と,開花結実した果実は成熟するに至らず,育

立ちのまま肥大や中止し,その後は輿恥が腐敗折摘して
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落下したり,また興

野の発育申,後期で

異相が早熟現象をお

こしたり,き裂を生

じたりする｡

伸展期にあるもの′

では,-･｣私nL､止まり

の様相を示.し,葉柄

基部 (薬梢)の伸び

が見られなくなる｡

このような状態は初

も封こ入ると一周判然

とする｡

4. 防 除方 法

和紙においでは,

これまで防除法は怖

止されていない｡.こ

こでは地業試験執 こ

写喪 2 バナナ斑脚 丙の敵背株 おいて,.1964年以降

失地してきた亜刑効果試験を中心に説明したいQ

旗武では,ケt=vy乳剤 (捕純度グロVy850/d),フ

iyボル ドー,わcj:ぴマyネブダイセリ･馴 舶1ての鶴剤効

兇魯検討l･た出払 マン外ブダイセリ4∞僧油を15円お

酌こ倣朽することにJtって,止い成緋を収めている｡印r

l図.は 脚thJ=I]'8'1即 こJ)･の収凪がJ止も石割 りl督10〕とした

施 収鹿の放高月を皿00とした月別収丑の馴合
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場合の各月別の収畳比を図示したものであるO

図によると,6-7月の収塵が巌高を示している｡そ

の後,9月頃まではマンネブダイセy区と無処理区に収

血差は見られないが,10月以降翌年の4月にかけては,

両区間に明らかな収昆馨がみられる｡バナナ斑藤病は,

軌述のようにこの朋闇の被磐が大きいわけであり,本剤

の散相勃興は十分認められる｡実用的な湛剤散布は,5

月から9月にかけて毎月1回の散布を行ない,.皿0月以降

から9月にかけての･侮月1国の端剤散布は秋冬糊の防除

効娘を筒めるうえからも雁非必襲なことであると思う･.

またIqyネプダ1セリは,鼠星柄 (果皮に生ずる蝿来状

魁点)を完全に防除する効果があり,つやのあるなめら

かな果実が得られ,商品価値の拓い果実を生産すること

ができるO

ケロVy乳剤400桝俊,フiyボル ドー400倍液は共に防

除効矧 ま見られず,細処理と大差ないので省略する｡

小.南米諸岡においてはオイル散布 (OFilsprays)に

J:ってfUJ'除効果をあげている｡琉球威武で行なったケロ

vy乳剤も これら細外国の 例にヒyトを得たものであ

るが.｣二川己のようなJ:い 効鼎は柑られ なかった｡-ワ

TにlJlいでは,ケロVyよ()も糾ちよう度の商いEsso32

0mを用いて成功を収めているようである｡このオイル

に止別的愉桃を確立することは,曲別紺の帽減を計るう

えからも非館に大切な.排雌であり.今後の威駿成果にJm

柑したい｡

5. む す び

沖恥でのバナナ親機は,大部分が戯家の庭先 き栽 培

で,幾菜経営の 一環としての生産 はなされていない｡

従って幾家は,栽培法も全然考慮せず,特に栽植密度,

母茎やあと継ぎ茎の仕立法, 肥培管理などは全くの 思

いつきで行なわれている｡ このtような栽培法では, 効

果的かつ経済的な薬剤散布は絶対にのぞめない｡幸い,

もと 兵藤腰科大学教授楼井芳次郎博士の 御指導助言を

得て ｢バナナ栽培の手引｣が経済局俵蕗課から発刊され

ているJことでもあり,親培改善によって,本病発生の項

墳因子を除去するようにつとめ,かつ体質的に強健なバ

ナナを栽培する･ことによって,薬剤処理の効果を一層高

め得るものであ名O

バナナ威勢病の防除薬剤は前述のように,マリネプダ

1セyが十分突f馴こ供し得るとしても,他の薬剤は今後

の試験に待つところが多いようである｡さらに今後,節

幾薮の出現 も朋符されるが,斑葉柄の防除を行 な う上

で, この小文中に参考にしていた けゞる点があれば筆者

の幸甚とするところである｡
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